


























































































































































































































































44 メコン : GLOCOL 海外フィールドスタディによる教育と研究の連携への試み
が、経験や能力が伴わない点である。彼らは環境、水資源の保
護について伝統的な知識を持つものの、現代の科学技術の産物、
様々な化学製品や外来種に関する知識に乏しい。これらの積極
的な導入に対して村民たちは非常に危険な立場に立たされてい
る。そこで環境問題解決に当たり、科学分野の知識を持ち合わ
せた政府の役員による水資源保護の指導が求められる。
　私の考察が不十分である点は否めないが、本稿が少しでも保
護区における環境保護活動の一助となれば幸いである。
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